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第１６号 

１０月に入りました！長いようで短かった夏休みも終わり、徐々に秋が近づき肌寒さを感じる今日この頃で

す。  

秋といえば読書の秋！ということで、これを機に、みなさんも図書館を有効に活用してたくさんの本を読み、

秋を満喫してみてましょう！ 

 

＊ 図書館サポーターズ推薦図書＊ 

 
「あしながおじさん」 ジーン・ウェブスター 著 933||W52 
この本は孤児院で育てられて進学を諦めていた少女がお金持ちのおじさんに助けられて孤児院を出た後、その

おじさんとの手紙のやりとりが書かれている本です。ですがやりとりと言ってもおじさんからの手紙の返事は

ほとんどなく、主に少女がおじさんに宛てた手紙となっています。日常生活のこと、学校のこと色々なことが

書かれているので手紙形式でも十分楽しく読めると思います。図書館には他にも本がたくさんあるのでぜひ借

りてみて下さい。（M.S） 
 

「女性の品格」 坂東眞理子 著 159.6||B18 
かつて女性初の総領事（オールトラリア・ブリスベン）として活躍し、内閣府の初代男女共同参画局長も務め

た著者が、女性の生き方やふるまいについて述べた１冊。 
仕事に臨む態度や、対人関係のマナー、行動規範など、かなり具体的な内容が書かれており、ビジネスの場で

も役に立ちます。 
タイトルが『女性の品格』だけに、ファッションや恋愛など、女性ならではの話も盛り込まれていますが、基

本的にビジネスや生き方全般に役立つ内容です。 
手紙の書きかたから電話のかけ方まで、かなり具体的な内容が盛り込まれた充実の１冊なので、ぜひ読んでみ

てください。（Y.K） 
 
「さるのこしかけ」 さくらももこ 著 １Fヤングアダルトコーナー 914.6||Sa 46 
私が皆さんにお勧めしたい本はさくらももこさんの本です。さくらさんは皆さんもよく知っている、あのちび

まるこちゃんのモデルでもあり作者さんでもあります。 
さくらさんの本は「もものかんづめ」や「たいのおかしら」などたくさんの著作がありますが、今回はその中

で私が一番好きなシリーズ「さるのこしかけ」を紹介したいと思います。 
この本は十数個の短いさくらさんの実際に体験されたお話で構成されています。中でも私が好きなのはさくら

さんと旦那さんがビートルズのポールマッカートニーに会い、インタビューした話とさくらさんのお姉さんが

お見合いを嫌がり大暴れした話です。 
どの話も外出先や電車の中など人のいる場所で読むのは危険なぐらい、思わず吹き出してしまう話ばかりです。

私は海外旅行に行く前に飛行機の中で読もうと、この本を買ったのですが、飛行機の中で一人で声を出して笑



ってしまい、周りの乗客に変な目で見られ、とても恥ずかしい思いをし、読んだことを本当に後悔しました（笑） 
また、話の内容はもちろん、さくらさんの独特の語り口調も笑いの要素がプラスされていると思います。「あ

たしゃ～」などのまるこちゃんでおなじみの調子での会話や様々なおもしろい出来事を冷静に淡々と語ってい

く文章。本当に最高です。さくらさんの日々の生活の中のどんな些細な事でも面白く感じてしまう能力は、天

才だと思います。 
全部おもしろい笑える話だと思いきや、心あたたまる話がさらっと出てきたりと、とても読み応えのある作品

です。 
ちょっと元気が出ない、憂鬱だ、そんなときぜひ読んでみてください。この作品で笑って嫌なことを吹き飛ば

しちゃいましょう！でも読む際は必ず一人で部屋に閉じこもってから本を開いてくださいね（笑） (H.K) 
 
「プライドと偏見 : Pride & prejudice」ジェーン・オースティン原作 DVD2||プ 

イギリス文学で有名なPride & prejudice。キーラ・ナイトレイとマシュー・マクファディン出演の映画をAV

ライブラリー（2F）で鑑賞したことがきっかけで、この作品と出逢いました。１８世紀の末イングランドの田

舎町を舞台に、男女間の恋愛を繊細であざやかに絵描かれています。タイトル通り、プライドと偏見が妨げと

なって物語が進んでいきます。原作も、とても素敵な作品で繰り返し読んでしまいました。是非、イギリスの

美しい風景を想像しながら、手にとってご覧ください。（＊和書では、高慢と偏見、自負と偏見といったタイ

トルで蔵書検索「OPAC」でお探しください。） 

 

和書→「オースティン ; ブロンテ : ブロンテ ; オースティン」 オースティン[著] ; ブロンテ[著] ; 

自負と偏見 / 中野好夫訳  集密D和書  請求記号908||Se 22||28  筑摩書房, 1967  

洋書→Pride and prejudice  160p ; 22cm  1F閲覧室指定図書  請求記号933||O 93||4-1   

その他、1F閲覧室指定図書のペンギンリーダーズのように要約されたものだけではなく、原書も揃っています。

集密B書庫には沢山の原書が揃っていますので、是非ご活用ください。(M.K) 

 

「冷静と情熱のあいだ」 Rosso  江國香織 著 913.6||E18 

イタリアミラノで、アメリカ人の恋人との穏やかな日々を過ごすあおい。 

なのに空いてしまった心の穴が埋まらない。10年前に失ってしまった、大切な人。順正。 

過去の想いを忘れられないあおいの、静かで情熱的な物語です。 

幸福な日々の中、あおいの心の中で順正への想いが見え隠れします。 

江國さんの繊細な文章で綴られた、何度も噛みしめるように読みたくなる小説です。 

また、この小説と対になっている、辻仁成さんの「冷静と情熱のあいだ Blu」は順正の物語になっています。

順正のあおいへの想いの物語も、是非読んでみてください。 （A.S） 

 

＊ 私の図書館活用法＊ 

英検やTOEICのテキストを借りるのによく利用します。 

CD付属の書籍の場合はCDも借りられるので、非常に便利です。（A.S）  

 

図書館は静かで、たくさんの専門的な書籍が置いてあるので、テスト前には図書館でよく勉強しています。（Y.K） 


